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・斎
基
に
ま
つ
あ
る
言
い
伝
え

廣
済
寺
は
寺
伝
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
は
律
宗
で

あ

つ
た
と
い
う
。

律
宗
と
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
勝
宝
五
年

（七
五

三
）
唐
の
高
僧
と
し
て
名
を
馳
せ
た
鑑
真

（六
八
七

～
七
六
三
）
が
日
本
に
渡

っ
て
き
て
広
め
た
仏
教
の

宗
派
で
あ
る
。
南
都
六
宗
の

一
つ
と
さ
れ
、
戒
律
の

研
究
や
実
践
を
主
と
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

鑑
真
は
海
難
や
失
明
な
ど
報
難
辛
苦
の
末
に
来
日

し
、
東
大
寺
に
戒
壇
を
設
け
、
の
ち
に
戒
律
道
場
と

し
て
唐
招
提
寺
を
建
立
し
た
。

当
寺
に
は
、
聖
武
天
皇
の
御
代
、
天
平
年
間

（七

二
九
～
七
四
八
）
行
基
菩
薩

の
作
と
伝
え
ら
れ
る

釈
迦
仏

（釈
迦
如
来
）
を
本
尊
と
し
て
創
建
さ
れ
た

と
の
言
い
伝
え
も
あ
る
。

・
　

弘
法
大
師
と
円
仁
に
ま
つ
わ
る

・・

釈
迦
堂
と
尊
像
の
言
い
伝
え

寺
伝
に
よ
る
と
、
の
ち
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
弘
法

大
師
が
梵
宇

（寺
の
こ
と
）
を
建
て
、
釈
迦
堂
と
号

し
た
と
い
う
。

弘
法
大
師
と
は
空
海
の
論
号

（死
後
に
贈
ら
れ
る

称
号
）
で
あ
る
。

空
海

（七
七
四
～
八
三
五
）
は
日
本
真
言
宗
の
開

祖
と
し
て
知
ら
れ
る
高
僧
で
あ
る
。
唐
に
渡

っ
て
恵

果
に
学
び
、
帰
国
後
、
真
言
密
教
を
平
安
時
代
前
期

の
国
家
仏
教
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。

ち
な
み
に
真
言
宗
は
永
遠
の
宇
宙
仏
で
あ
る
大
日

如
来
こ
そ
真
実
の
仏
で
あ
る
と
し
、
即
身
成
仏

（生

き
て
い
る
間
に
究
極
の
悟
り
を
開
い
て
仏
に
な
る
こ

と
）
の
教
え
を
説
い
た
。

弘
法
大
師
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
全
国
津
々
浦
々
に

あ
る
。
当
寺
に
は
円
仁
和
尚
が
来
往
し
、
さ
ら
に
八
体
の

門 (大正八年建立)
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尊
像
を
脇
座
と
し
、
大
檀
那
で
あ
る
猪
鼻
公
の
た
め

に
安
置
し
た
一と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

一
月
仁

（ｔ
九
四
～
八
六
四
）
は
天
台
宗
山
門
派
の

難
一社
●
み
一い
●
慈
党
た
師
の
誼
号
で
も
知
ら
れ
る
。

や
は
り
唐
に
渡

っ
て
天
台
教
学
や
密
教
な
ど
を
学

び
、
帰
国
後
は
比
叡
山
興
隆
の
基
礎
を
築
い
た
。

・弘
法
大
師
一と
同
じ
よ
う
に
慈
覚
大
師
に
ま
つ
わ
る

伝
説
一や
故
事
が
全
国
各
地
に
残

っ
て
い
る
。

猪
鼻
公
と
は
、
猪
鼻
広
済
と
称
し
平
安
時
代
に
こ

の
地
を
治
め
た
稗
貫

一
族
の
地
頭
で
二
百
石
を
領
し

て
い
た
。
と
伝
え
ら
れ
る
。

敬
虔
な
仏
教
の
信
徒
だ

っ
た
猪
鼻
公
は
、
大
檀
那

（多
く
の
布
施
を
喜
捨
す
る
有
力
な
檀
家
）
と
し
て

当
寺

（釈
迦
堂
）
の
発
展
に
尽
く
し
た
人
物
と
考
え

ら
れ
る
。

一　
律
宗
か
ら
禅
宗
へ
改
宗

慶
長
年
間

（
一
五
九
六
～

一
六

一
四
）
京
洛

盆
示

都
の
こ
と
）
の
徳
岩
宗
久
禅
師
が
奥
州
に
下
向
し
た

と
き
、
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
。

徳
岩
宗
久
禅
師
は
旧
村
内
の
北
古
屋
と
い
う
地
に

釈
迦
堂
を
移
し
、南
部

一
族
の
北
家
、
遥
拝
所
と
し
た
。

こ
の
と
き
律
院
を
改
め
て
禅
苑
と
し
た
。

つ
ま
り

開基 広済寺殿 位牌三界萬霊位牌 (元禄十二年八世手製)

山号額 (畔上楳仙禅師 書 二十四世代)御綸旨 (天明五年)
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律
宗
か
ら
禅
宗

へ
の
改
宗
を
意
味
し
て
い
る
。

禅
宗
は
六
世
紀
前
半
、
達
磨
が
中
国
に
伝
え
た
仏

教
の

一
派
で
あ
る
。
日
本
に
は
入
宋
し
た
栄
西
に
よ

っ
て
臨
済
宗
、
同
じ
く
入
宋
し
た
道
元
に
よ

っ
て
曹

洞
宗
、
明
の
隠
元
が
渡
来
し
て
黄
栗
宗
が
伝
え
ら
れ
、

三
大
宗
派
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
は
禅
宗
の
ど
の
宗
派
を
信
奉
し
て
い

た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
当
時
で
は
徳
岩
宗
久
禅

師
を
中
興
開
山
と
称
し
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
六
世
了
応
白
心
の
代
ま
で
洛
陽

（京

都
）
よ
り
住
職
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

延
宝
年
間

（
一
六
七
三
～

一
六
八
〇
）
釈
迦
堂
は

火
災
の
た
め
に
大
半
が
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
。
境
内

も
北
上
川
に
近
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
洪
水
で
氾
濫
す

る
た
び
に
被
害
が
出
て
い
た
。

当
寺
の
六
世
白
心
和
尚
は
こ
れ
を
憂
い
、
貞
享
三

年

（
一
六
八
六
）
七
月
、
旧
釈
迦
堂
が
建

っ
て
い
た

猪
鼻
館
の
地
に
伽
藍
を
再
建
し
た
。

こ
の
と
き
寺
の
名
を
廣
済
寺
と
改
め
た
。
当
寺
は

発
祥
の
地
で
再
興
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

北
家
の
二
代
九
兵
衛
公

（宣
継
）
が
寺
門
を
復
旧

さ
せ
、
開
基
と
な

っ
た

（広
済
寺
殿
北
源
仁
宇
大
居

士
）
。
北
家
は
旧
八
重
畑
村
関
口
に
知
行
代
官
を
置

い
て
い
た
。

本
尊
と
脇
座

本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
る
。
先
に
記
し
た
よ
う

に
行
基
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
京
都
の
仏
師
須
田
直
之

丞
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
て
い
る
。

脇
座
は
慈
覚
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
明
治
年
間

に
修
復
さ
れ
て
い
る
。

|

寺号額 (報恩寺二十四世 偉運契勇 書 二十一世代)

堂 (天明三年建立)
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筐
鰺
蝿
鶴
鰤
が
Ｍ
曲

●
延
一事
二
年
■
■
・七
四
五
）
三
月
、
南
部
家
三
十
三

代
の
南
部
利
視
．公
は
ず
本
寺
が
明
ら
か
で
な
い
寺
院

・は
廃
寺
と
一す
る
旨
の
通
達
を
下
し
た
。

■
廣
湾
寺
で
は
■
南
部
藩
領
内
の
総
領
で
盛
岡
五
山

，
ひ
一と
つ
だ

っ
た
報
恩
‐寺
七
世
の
慶
室
恕
悦
禅
師
を

一勧
請
し
て
開
山
と
し
た
。

十
二
世
水
月
万
江
の
代
、
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）

十

一
月
三
日
、
北
家
息
女
月
光
院
殿
の
導
師
を
勤
め
、

翌
九
年
八
月
十
二
日
、
倫
弥
公
よ
り
寺
領
と
し
て
四

石
六
斗
八
升
四
合
が
寄
進
さ
れ
た
。

た
だ
し
こ
れ
ら
の
土
地
は
藩
政
時
代
が
終
わ
る

と
、
明
治
新
政
府
に
よ

っ
て
上
地

（お
上
に
返
納
す

る
こ
と
）
さ
れ
る
。

目

須 爾 壇

本堂内部文殊菩薩本尊 釈迦手尼佛普賢菩薩



天
明
の
飢
饉
の
際
に
再
興

十
六
世
智
山
廓
勇
、
十
七
世
安
山
祖
全
の
代
に
天

明
の
飢
饉
が
起
こ
っ
た
。

天
明
の
大
飢
饉
は
江
戸
時
代
の
四
大
飢
饉
と
し
て

知
ら
れ
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
か
ら
七
年
に
か

け
て
続

い
た
大
凶
作
で
あ
る
。

特

に
三
年

に
は
浅

間
山

が
噴

火
。

そ
の
影
響
も
あ
り
奥
州

で
は
冷
害

と
な
り
、
農
作
物

が
大
打
撃
を
被

っ
た
。

南
部
盛

岡
藩
領
内

で
も
深

刻
な
飢
饉

に
見
舞

わ
れ
、
餓

死
者

や
病

死
者

は
六

万
四
千

人
以
上
に

の
ぼ

っ
た
と

い
わ

れ

る
。

八
戸
領

で
も

三
万
人

以
上
が
死
亡
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

土
地

を
捨

て
て

他
国

へ
逃
げ

る
領
民
も
続
出

し
た
。

こ
の
と
き
旧
村
内
の
滝
田
の
新
屋
敷
、
晴
山
伊
兵

衛

（現
茂
）
が
当
寺
に
土
地
を
寄
進
し
、
東
中
島
の

曲
田

（萬
刈
田
）
、
佐
藤
与
右

ェ
門

（現
徳
右

ェ
門
）

が
救
済
事
業
を
兼
ね
て
、

一
段
下
の
現
地
に
衆
寮
と

本
堂
を
再
建
し
た
。

（衆
寮
は
平
成
十
三
年
に
解
体
）

天
明
二
年
～
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
と
き
使
役
し
た
人
足
は
延

べ
三

千
人
に
も
達
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
今

日
で
あ
れ
ば
、
さ
し
ず

め
不
況
対
策

の

公
共
事
業
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

当
寺

で
は
天
明

の
飢
饉

の
と
き
寺

の

危
機
を
乗
り
越
え
、
領
民
の
た
め
に
尽

く
し
た
安
山
祖
全
を
中
興
と
し
て
い
る
。

天
明
五
年

（
一
七
八
五
）
八
月

二
十

五
日
、
本
山
総
持
寺
勅
賜
輪
住
を
勤
め
、

御
綸
旨
を
賜

っ
て
い
る

（
ほ
か
に
三
通

が
現
存
）
。

|

御鏡観音 (開山奉持)

涅槃図 (江戸中期狩野派 十八世代)白山妙理大権現 (二十四世代)祈祷額 (久我通久 書 二十四世代)
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多
宝
塔

当
寺
の
旧
釈
迦
堂
跡
に
は
、
昭
和
十
二
年
建
立
の

三
階
造
り

「多
宝
塔
」
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
威
容

を
誇
る
多
宝
塔
を
持
つ
仏
閣
は
極
め
て
珍
し
い
。

塔
の

一
階
に
は
西
国
秩
父
坂
東
の
百
体
の
観
音
が

安
置
さ
れ
、
三
階
の
輪
蔵
に
は
大
蔵
経
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
ま
と
ま

っ
た
観
音
や
大

蔵
経
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
は
県
下
に
も
あ
ま
り
例

が
な
く
、
貴
重
な
文
化
財
と
な

っ
て
い
る
。

山
門
も
な
か
な
か
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
山
門
の

三
階
部
分
に
は
か
つ
て
大
梵
鐘
が
吊
る
さ
れ
て
い
た

が
、
戦
時
中
の
金
属
回
収
に
応
じ
て
供
出
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
五
十
五
年
に
佐
藤
徳
右

ェ
門
寄
進
に
よ

り
元
の
姿
に
戻
る
。
平
成
三
年
八
月
柱
改
修
。

山
門
の
両
側
に
は
仁
王
尊
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
共
に
二
十
四
世
稜
岳
恵
暁
の
代
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
稜
岳
恵
暁
は
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
四
月
十
二
日
、
百
三
歳
の
天
寿
を
全

う
し
た
。

多宝塔 (昭和十二年建立)多宝塔三階輪蔵

多宝塔一階内部北家墓所



廣
済
寺
は
曹
洞
宗
の
寺
で
あ
る
。

曹
洞
宗
の
開
視
は
道
元
禅
師
と
い
う
。
道
元
禅
師

は
鎌
倉
時
代
の
正
治
二
年

（
一
二
〇
〇
）
京
都
で
生

ま
れ
、
十
四
歳
で
比
叡
山
に
上
が
り
、
仏
門
に
入
っ

た
。
二
十
四
歳
の
と
き
に

一
念
発
起
し
て
中
国

（宋
）

に
渡
り
、
生
涯
の
師
と
な
る
如
浄
禅
師
と
巡
り
会

っ

た
。
そ
こ
で
禅
に
よ
る
教
え

（坐
禅
）
を
学
び
、
二

十
八
歳
で
帰
国
し
た
。

帰
国
後
、
三
十
四
歳
で
京
都
近
郊
に
興
聖
寺
を
開

き
、
四
十
四
歳
の
と
き
に
越
前

（福
井
県
）
に
大
本

山
永
平
寺
を
建
立
し
た
。

そ
の
間
、
坐
禅
の
修
行
に
専
念
す
る
と
共
に
広
く

釈
迦
の
教
え
を
説
い
た
。
『正
法
眼
蔵
』
屋
日
勧
坐
禅

儀
』
な
ど
仏
法
の
神
髄
を
説
い
た
著
述
を
遺
し
、
五

十
四
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
。

曹
洞
宗
で
は
釈
迦
牟
尼
を
本
尊
と
し
て
仰
ぎ
、
水ヽ

平
寺
を
開
い
た
道
元
禅
師
、
線
持
寺
を
開
き
、
優
秀

な
弟
子
を
多
数
育
て
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